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◇ご連絡事項◇

1． 本年のスローガンは自分を注ぎ出すです。そのためにはキングダムライフを味わうことで

す。私たちが味わったものが自然と流れ出るのです。

2． 私は 2月 25 日に入院の予定です。当日のアレンジは皆さまにお任せいたします。

3． 1 月の収支は収入：408,140円、支出：224,753円でした。詳細は掲示板でどうぞ。

4． TWOSの学びは主日の午前中になります。第 2巻を 1年かけて学ぶ予定です。

5． The Way of The Spiritの日本語サイトが立ち上がりました（www.thewayofthespirit.jp/）。
現在教材を翻訳中です。神から直接に聞くことができるコースです。

6． 種々の経費は公費でまかないますので、ご遠慮なくご請求下さい。

キングダム・フェロシップ・チャーチ

週 報

2007.02.04

神の国での私たち

私たちはサタンの闇の王国に生きていましたからその世界での生き方が身に染み付いていま

す。それは依然として古い体の一部である大脳の辺縁系に残っています。辺縁系には情動と

記憶が蓄積されており、過去の経験が感情ともつれ合って存在します。そこに霊的色彩が染み

付いています。これを霊感情観念複合体と呼びます。これが古い私たちの痕跡であり、霊的に

は新しい存在とされているにもかかわらず、様々な問題を抱え込む理由です。そこで神の国の

実際を生きるには神の側の一方的な業＝恵み＝と私たちの側の責任＝信仰＝が調和する必

要があります。もっと言えば、私たちができることとできないことを明確に識別することです。神

は私たちを悪魔の支配から御子の支配の元に移してくださいました。神は私たちを神の子とし

てくださいました。これは私たちにはできないことですが、神はできます。私たちの責任は信じ

ることです。私たちは新しい創造とされました。これは神の業です。私たちはただ信じることで

す。聖書に啓示されている「私たち」は現実の私たちからすると夢物語としか見えません。あまり

にもギャップが大きいのです。しかしこのギャップを埋めるのは神の恵みと私たちの信仰です。

信仰は私たちを天にタッチさせます。すると恵みが天から下り、私たちを真理にそった私たちへ

と変えます。キングダムライフはこの信仰と恵みの往復の繰り返しです。この双方向の流れが太

く、豊かになるのが私たちの霊的成長です。そして富む者はますます富むのです！
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◇ローカル・フェロシップ◇

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができ

る場です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗

って下さいます。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいロ

ーカル・フェロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイント

を祈ります。なお名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■ 各地のフェロシップ

■ 学び会：The Way of the Spirit 主日午前 10：00­ 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇

■ KFCのために

・ 私たちの責任＝信仰＝を果たす時、神の業＝恵み＝がなされます。信仰と恵みの流れ

の中に留まりキングダムライフを味わえるように。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります）

・ 本の出版などの働きのための必要の満たしと、具体的導きのために

・ KFCのメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。

傷病にあるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっさ

いの必要が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。

・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。

■ 日本や世界のために
・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となることができるよう

に。

・ テロの横行に対して、敵の業を阻止するために。北朝鮮のミサイルによる挑発や拉致被

害者の家族のために。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。安倍さんは統一協会との関係があります。欺瞞によるなし崩し

的動きが顕著になっています。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ キリスト教界のために。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントに欺かれること

がないように。まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。

・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを

知ることができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。


